
は
じ
め
に

米
国
で
は
デ
ィ
ス
ト
レ
ス
ト
証
券
（D

istressed
securities：

経
営
悪
化
な
い
し
破
綻
企
業
の
発
行
し
た
証
券
）
に
対
す
る
投
資

が
確
立
し
て
い
る
と
と
も
に
、
そ
れ
を
対
象
と
す
る
市
場
も
成
立
し
、
相
当
の
規
模
を
有
し
て
い
る
。
日
本
で
も
最
近
の
企
業
倒
産

の
増
加
、
さ
ら
に
メ
イ
ン
バ
ン
ク
の
救
済
機
能
の
低
下
と
い
う
状
況
の
下
で
、
破
綻
企
業
に
対
し
投
資
フ
ァ
ン
ド
が
投
資
す
る
事
例

も
相
当
数
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
つ
ま
り
、
日
本
で
も
デ
ィ
ス
ト
レ
ス
ト
証
券
市
場
の
成
立
条
件
が
成
熟
あ
る
い
は

整
備
さ
れ
つ
つ
あ
る
と
い
え
よ
う
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
簡
単
に
日
本
の
デ
ィ
ス
ト
レ
ス
ト
証
券
投
資
の
現
状
を
概
説
し
、
デ
ィ

ス
ト
レ
ス
ト
証
券
市
場
の
課
題
を
、
①
投
資
対
象
に
関
す
る
客
体
的
条
件
、
②
投
資
主
体
に
関
す
る
主
体
的
条
件
、
③
法
律
等
に
関

す
る
制
度
的
条
件
、
と
い
う
三
つ
の
観
点
か
ら
考
察
す
る
。

１
　
日
本
に
お
け
る
デ
ィ
ス
ト
レ
ス
ト
証
券
市
場
の
現
状

一
九
九
〇
年
代
の
日
本
で
は
、「
デ
ィ
ス
ト
レ
ス
ト
」
案
件
へ
の
投
資
は
、
銀
行
の
不
良
債
権
を
外
資
系
投
資
銀
行
や
投
資
フ
ァ

ン
ド
が
大
幅
な
割
引
価
格
で
買
い
取
る
、
い
わ
ゆ
る
不
良
不
動
産
投
資
を
意
味
し
て
お
り
、
と
く
に
多
数
の
案
件
を
一
括
し
て
買
い

取
る
バ
ル
ク
セ
ー
ル
が
相
当
な
割
合
を
占
め
て
い
た
。
し
か
し
、
最
近
で
は
こ
の
よ
う
な
不
良
債
権
投
資
は
減
少
し
、
経
営
悪
化
な

い
し
経
営
破
綻
し
た
企
業
に
対
す
る
投
資
が
増
加
し
て
い
る
。

（9）

日
本
に
お
け
る
デ
ィ
ス
ト
レ
ス
ト
証
券
市
場
の
現
状
と
課
題松

尾
　
順
介



表
１
は
、
経
営
悪
化
な
い

し
破
綻
企
業
に
対
し
て
投
資

フ
ァ
ン
ド
等
が
再
建
目
的
で

投
資
し
た
主
な
事
例
を
ま
と

め
た
も
の
で
あ
る
。
案
件
と

し
て
は
、
会
社
更
生
法
や
民

事
再
生
法
と
い
っ
た
法
的
処

理
案
件
が
多
い
が
、
法
的
手

続
に
入
っ
て
い
な
い
経
営
不

振
・
悪
化
企
業
へ
の
投
資
案

件
も
見
ら
れ
、
最
近
で
は
私

的
整
理
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を

利
用
し
た
案
件
へ
の
投
資
も

見
ら
れ
る
。
ま
た
、
投
資
手

法
は
当
該
企
業
の
第
三
者
割

当
増
資
を
引
き
受
け
る
も
の

が
大
半
で
あ
り
、
と
く
に
法

的
手
続
に
入
っ
た
企
業
の
場

（10）

表１　投資ファンド等による企業再建型投資の主な事例

（資料）新聞等の報道とインタビューによって作成。

投資決定ないし
実施時期

投資先の状況 投資ファンド

1998年11月 富士機工電子 会社更生法 アドバンテッジ・パートナーズ
日本長期信用銀行（新生銀行） 金融再生法 リップルウッド
幸福銀行（関西さわやか銀） 金融再生法 日本インベストメント・パートナーズ
東京相互銀行（東京スター銀） 金融再生法 ローンスター
川�電気 民事再生法 ソフトバンク・インベストメント

2001年４月 ヴィクトリア 経営悪化 ジャフコ
日本コロンビア 経営不振 リップルウッド

エスティコーポレーション 民事再生法 ローンスター

エア・ドゥ 民事再生法 政策投資銀などによるファンド

東ハト 民事再生法 ユニゾン・キャピタル

投　資　先

1999年12月
2000年５月
2001年１月
2001年３月

2001年５月

2002年12月
2002年12月 ヘルツ 民事再生法 山田ビジネスコンサルティング
2002年12月
2003年２月 星電社 経営悪化 アドバンテッジ・パートナーズ
2003年３月

2001年６月 宮崎シーガイア 会社更生法 リップルウッド
2001年６月 マルトミ 民事再生法 オークツリー・キャピタル・マネジメント
2001年８月 ケンウッド 経営再建中 スパークス・アセット・マネジメント投信
2001年９月 サワコー 民事再生法 ソフトバンク・インベストメント
2001年９月 日興電機工業 会社更生法 ジャパン・リカバリー・キャピタル・パートナーズ

（大和SMBC＋ロス・チャイルド系）
2001年９月 ダックビブレ（さくら野百貨店） 民事再生法 政投銀・みちのく銀などのファンド
2001年９月 ベンカン 民事再生法 シュローダー・ベンチャーズ（現、MKSパートナーズ）
2001年12月 アスキー 債務超過 ユニゾン・キャピタル
2002年２月 富士車両 民事再生法 野村プリンシパル・ファイナンス
2002年３月 市田 私的整理 ジャパン・リカバリー・ファンド（東三銀など）
2002年４月 ダイヤ建設 経営悪化 サーベラス
2002年４月 木下工務店 経営悪化 サーベラス
2002年８月 日本ケミテック 民事再生法 日本アジア投資
2002年８月 雅秀エンタープライズ 会社更生法 ローンスター
2002年11月 ファーストクレジット 会社更生法 ローンスター
2002年12月 ダイエー 経営不振 主力銀行と政策投資銀行によるファンド



合
は
、
旧
株
を
一
〇
〇
％
減
資
し
て
、
投
資
フ
ァ

ン
ド
が
過
半
数
の
新
株
式
を
取
得
し
、
経
営
権
を

掌
握
し
た
上
で
、
再
建
に
乗
り
出
す
場
合
が
大
半

を
占
め
て
い
る
。
こ
の
場
合
に
は
、
投
資
フ
ァ
ン

ド
側
か
ら
新
経
営
陣
が
派
遣
さ
れ
る
事
例
も
多
く

見
ら
れ
る
（
富
士
機
工
電
子
、
川
�
電
気
、
サ
ワ

コ
ー
な
ど
）
（
１
）。

そ
の
意
味
で
は
、
投
資
フ
ァ
ン
ド
は

株
主
の
立
場
で
、
再
建
に
関
与
し
て
お
り
、
投
資

回
収
（
い
わ
ゆ
る
Ｅ
ｘ
ｉ
ｔ
）
は
保
有
株
式
の
売

却
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
（
２
）。

表
２
は
、
企
業
再
建
型
投
資
に
関
わ
っ
た
、
主

な
民
間
の
企
業
再
建
型
投
資
フ
ァ
ン
ド
を
ま
と
め

た
も
の
で
あ
る
。
大
き
く
分
け
る
と
、
国
内
系
と

外
資
系
に
分
け
ら
れ
、
外
資
系
は
ほ
と
ん
ど
が
米

国
系
の
大
手
の
有
名
投
資
フ
ァ
ン
ド
の
日
本
法
人

で
あ
る
。
ま
た
、
さ
ら
に
国
内
系
は
、
銀
行
系
、

証
券
系
、
独
立
系
な
ど
に
分
類
さ
れ
、
独
立
系
に

は
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
が
母
体
と
な
っ
て
い
る

（11）

表２　企業再建型ファンド運用会社

（注）このほかにも、ダイエーやエアドゥ向けのファンド、地域の建設会社向けのファンド、メーカ
ー系（三洋電機）のファンドがある。

（資料）新聞報道およびインタビューによって作成。

名　　称 設　立 規　模 特　　徴
MKSパートナーズ 国内独立系 1985年６月 286.5億円 シュローダー・ベンチャーズから独立。ベンカンの再建を

手がける。
国内銀行系 2002年１月 671億円 東京三菱銀行系。市田の再建を手がける。

国内独立系 1992年12月 210億円 コンサル系のPEファンド。富士機工電子の再建を手がけ
る。

国内独立系 1973年４月 300億円 98年から買収ファンド運用。ヴィクトリアなどを手がける。
外資系 1998年３月 42億ドル 米国の有名ファンドの日本法人。エスティティ、Fクレな

どを手がける。
BNPパリバ・ジャパン 外資系 1991年３月 140億円 仏パリバの日本法人。中堅中小企業に特化した投資。

国内証券系 2000年７月 420億円 野村證券の自己資金投資部門。富士車両など。

国内証券系 2001年９月 500億円 大和証券の自己資金投資部門。日興電機工業など。

国内独立系 1989年１月 3785億円 投信運用会社として活動。ケンウッドなど。
国内独立系 1999年７月 1807億円 LBOファンドでサワコー、川�電気に投資実績。再建ファ

ンドも設立。

系　統

フェニックス・キャピ
タル
アドバンテッジ・パー
トナーズ
ジャフコ
ローンスター・ジャパ
ン

野村プリンシパル・フ
ァイナンス
大和証券SMBCプリンシ
パル・インベストメンツ
ユニゾン・キャピタル 国内独立系 1998年10月 380億円 企業買収ファンド。アスキーなどを手がける。

スパークス
ソフトバンク・インベ
ストメント

サーベラス 外資系 1999年 － 米国の有名ファンドの日本法人。ダイヤ建設など。
リップルウッド 外資系 － － 米国有名ファンドの日本法人。新生銀行など。
オークツリー 外資系 － － 米国有名ファンドの日本法人。マルトミなど。



も
の
（
ア
ド
バ
ン
テ
ッ
ジ
･
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
）、
投
信
運
用
会
社
が
母
体
と
な
っ
て
い
る
も
の
（
ス
パ
ー
ク
ス
）、
外
資
系
か
ら
独
立

し
た
も
の
（
Ｍ
Ｋ
Ｓ
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
）、
ベ
ン
チ
ャ
ー
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
が
母
体
と
な
っ
て
い
る
も
の
（
ジ
ャ
フ
コ
、
ソ
フ
ト
バ
ン

ク
・
イ
ン
ベ
ス
ト
メ
ン
ト
）
な
ど
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
フ
ァ
ン
ド
は
必
ず
し
も
企
業
再
建
型
投
資
を
専
門
に
行
う
フ
ァ
ン
ド
で
は

な
く
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・
エ
ク
イ
テ
ィ
・
フ
ァ
ン
ド
や
Ｌ
Ｂ
Ｏ
フ
ァ
ン
ド
も
含
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
証
券
系
フ
ァ
ン
ド
に
は
、
外

部
資
金
を
調
達
す
る
も
の
で
は
な
く
、
自
己
資
金
で
投
資
を
行
う
プ
リ
ン
シ
パ
ル
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
が
含
ま
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

こ
の
表
以
外
に
も
、
三
洋
電
機
が
設
立
し
た
フ
ァ
ン
ド
、
地
域
の
経
済
団
体
が
建
設
業
の
建
て
直
し
の
た
め
に
設
立
し
た
フ
ァ
ン
ド
、

政
策
投
資
銀
行
が
中
心
と
な
っ
て
ダ
イ
エ
ー
や
エ
ア
ド
ウ
再
建
を
目
的
と
し
て
設
立
し
た
フ
ァ
ン
ド
、
な
ど
が
あ
る
（
３
）。

２
　
客
体
的
条
件
に
お
け
る
課
題

証
券
市
場
成
立
の
客
体
的
条
件
は
、
投
資
対
象
の
有
無
で
あ
り
、
デ
ィ
ス
ト
レ
ス
投
資
に
と
っ
て
は
、
倒
産
案
件
の
増
減
が
重
要

な
客
体
的
条
件
と
な
る
。
倒
産
件
数
の
増
減
は
、
景
気
の
動
向
や
産
業
構
造
の
変
化
な
ど
に
依
存
し
て
い
る
た
め
、
現
在
は
倒
産
件

数
が
増
加
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
そ
の
将
来
的
な
推
移
を
予
測
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
市
場
経
済
で
あ
る
以
上
、
一
定

の
倒
産
が
生
じ
る
こ
と
は
不
可
避
で
あ
り
、
戦
後
の
日
本
経
済
を
考
え
て
み
て
も
、
多
く
の
企
業
倒
産
が
発
生
し
て
き
た
。
し
か
し
、

戦
後
の
日
本
で
は
、
多
数
の
企
業
が
デ
ィ
ス
ト
レ
ス
状
態
に
陥
り
つ
つ
も
、
そ
れ
が
投
資
対
象
と
な
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
の
主

た
る
要
因
は
、
メ
イ
ン
バ
ン
ク
制
に
あ
る
。

従
来
、
メ
イ
ン
バ
ン
ク
制
の
下
で
は
、
デ
ィ
ス
ト
レ
ス
ト
証
券
は
流
通
市
場
で
売
買
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
と
い
う
の
は
、

社
債
に
関
し
て
は
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
受
託
会
社
＝
メ
イ
ン
バ
ン
ク
が
一
括
買
取
を
行
っ
て
処
理
さ
れ
、
投
資
対
象
と
は
な

ら
な
か
っ
た
。
ま
た
、
融
資
債
権
に
関
し
て
も
、
ロ
ー
ン
の
転
売
市
場
は
存
在
し
な
か
っ
た
。
そ
も
そ
も
メ
イ
ン
バ
ン
ク
は
、
そ
の

（12）



救
済
機
能
ゆ
え
に
、
取
引
先
企
業
が
デ
ィ
ス
ト
レ
ス
状
態
に
陥
る
や
否
や
、
経
営
者
派
遣
を
行
っ
た
り
、
追
加
融
資
を
行
う
な
ど
し

て
、
経
営
再
建
を
主
導
す
る
場
合
が
多
く
、
デ
ィ
ス
ト
レ
ス
状
態
の
企
業
に
外
部
資
金
が
入
る
余
地
は
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
米
国

流
の
言
い
方
を
す
れ
ば
、
メ
イ
ン
バ
ン
ク
は
Ｄ
Ｉ
Ｐ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
提
供
な
ど
の
リ
ス
ク
マ
ネ
ー
の
提
供
、
Ｃ
Ｅ
Ｏ
派
遣
な
ど
の

経
営
者
派
遣
、
裁
判
所
外
で
の
ワ
ー
ク
ア
ウ
ト
な
ど
を
通
し
て
、
デ
ィ
ス
ト
レ
ス
状
態
に
陥
っ
た
取
引
先
企
業
の
タ
ー
ン
ア
ラ
ウ
ン

ド
を
行
っ
て
い
た
。
つ
ま
り
、
タ
ー
ン
ア
ラ
ウ
ン
ド
は
メ
イ
ン
バ
ン
ク
に
よ
っ
て
囲
い
込
ま
れ
て
い
た
。
そ
の
意
味
で
は
、
メ
イ
ン

バ
ン
ク
機
能
に
は
タ
ー
ン
ア
ラ
ウ
ン
ド
が
バ
ン
ド
リ
ン
グ
さ
れ
て
い
た
と
い
え
る
。
し
か
し
、
近
年
メ
イ
ン
バ
ン
ク
の
機
能
が
低
下

す
る
に
と
も
な
い
、
メ
イ
ン
バ
ン
ク
が
こ
れ
ら
の
タ
ー
ン
ア
ラ
ウ
ン
ド
を
行
う
傾
向
が
弱
ま
っ
た
だ
け
で
な
く
、
む
し
ろ
「
貸
し
渋

り
」
や
「
貸
し
剥
が
し
」
な
ど
と
表
現
さ
れ
る
よ
う
に
、
融
資
の
引
き
上
げ
に
よ
っ
て
多
く
の
企
業
が
倒
産
に
追
い
詰
め
ら
れ
て
い

る
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
デ
ィ
ス
ト
レ
ス
状
態
の
企
業
の
タ
ー
ン
ア
ラ
ウ
ン
ド
は
、
メ
イ
ン
バ
ン
ク
か
ら
切
り

離
さ
れ
、
ア
ン
バ
ン
ド
リ
ン
グ
さ
れ
る
傾
向
が
強
ま
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
、
デ
ィ
ス
ト
レ
ス
状
態
の
企
業
に
外
部
資
金

が
入
る
余
地
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
こ
の
傾
向
は
、
今
後
も
強
ま
り
こ
そ
す
れ
、
弱
ま
る
こ
と
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
と
く
に
、

デ
フ
ォ
ル
ト
社
債
に
つ
い
て
は
、
今
後
メ
イ
ン
バ
ン
ク
が
一
括
買
取
処
理
を
行
う
こ
と
は
な
く
、
デ
ィ
ス
ト
レ
ス
ト
証
券
と
し
て
取

り
扱
わ
れ
る
だ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
は
、
客
体
的
条
件
は
整
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

た
だ
し
、
日
本
の
デ
ィ
ス
ト
レ
ス
企
業
の
現
状
を
見
る
と
、
そ
の
数
は
増
加
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
必
ず
し
も
投
資
フ
ァ

ン
ド
に
と
っ
て
魅
力
的
な
投
資
対
象
は
少
な
い
と
い
う
指
摘
が
あ
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
次
の
理
由
が
挙
げ
ら
れ
る
。

第
一
に
、
不
況
の
長
期
化
で
あ
る
。
不
況
の
長
期
化
に
よ
っ
て
、
企
業
価
値
が
劣
化
し
た
た
め
に
、
再
建
の
可
能
性
が
著
し
く
低

下
し
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
企
業
が
再
建
す
る
た
め
に
は
、
経
営
資
源
を
集
中
で
き
る
業
務
や
部
門
の
存
在
が
必
須
で
あ
る

が
、
そ
れ
す
ら
失
わ
れ
て
い
る
企
業
が
多
い
と
い
わ
れ
る
。
投
資
フ
ァ
ン
ド
が
経
営
再
建
に
乗
り
出
し
、
成
功
し
て
い
る
事
例
を
見
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る
と
、
技
術
面
の
ノ
ウ
ハ
ウ
で
あ
れ
、
顧
客
基
盤
で
あ
れ
、
い
わ
ゆ
る
本
業
に
強
み
の
残
っ
て
い
る
企
業
が
多
い
。

第
二
に
、
メ
イ
ン
バ
ン
ク
関
係
の
経
路
依
存
的
存
続
が
挙
げ
ら
れ
る
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
メ
イ
ン
バ
ン
ク
関
係
は
弱
体
化
す

る
傾
向
に
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
必
ず
し
も
崩
壊
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
形
骸
化
し
つ
つ
継
続
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

メ
イ
ン
バ
ン
ク
関
係
に
つ
い
て
、
詳
述
す
る
余
裕
は
な
い
が
、
メ
イ
ン
バ
ン
ク
関
係
の
基
本
的
な
要
素
は
、
銀
行
側
が
取
引
先
企
業

に
対
し
て
提
供
す
る
保
険
機
能
で
あ
る
。
こ
れ
を
拠
り
所
と
し
て
、
取
引
先
企
業
は
メ
イ
ン
バ
ン
ク
と
長
期
固
定
的
関
係
を
結
び
、

ま
た
非
メ
イ
ン
バ
ン
ク
は
メ
イ
ン
バ
ン
ク
に
信
用
リ
ス
ク
を
負
担
さ
せ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
バ
ブ
ル
崩
壊
以
降
、
メ
イ
ン
バ
ン
ク

は
信
用
リ
ス
ク
負
担
を
避
け
る
だ
け
で
な
く
、
デ
ィ
ス
ト
レ
ス
企
業
の
メ
イ
ン
バ
ン
ク
か
ら
は
撤
退
す
る
ほ
う
が
有
利
な
状
況
と
な

っ
た
。
し
か
し
、
非
メ
イ
ン
バ
ン
ク
に
と
っ
て
、
メ
イ
ン
バ
ン
ク
の
撤
退
は
信
用
リ
ス
ク
負
担
の
増
大
に
つ
な
が
る
た
め
、
そ
の
撤

退
を
牽
制
す
る
。
そ
の
上
、
メ
イ
ン
バ
ン
ク
と
非
メ
イ
ン
バ
ン
ク
の
関
係
は
複
雑
に
絡
み
合
っ
て
い
る
た
め
、
相
互
に
牽
制
し
あ
う

関
係
に
な
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
Ａ
社
の
メ
イ
ン
バ
ン
ク
が
α
銀
行
、
非
メ
イ
ン
バ
ン
ク
が
β
銀
行
で
あ
り
、
Ｂ
社
の
メ
イ
ン
バ

ン
ク
が
β
銀
行
、
非
メ
イ
ン
バ
ン
ク
が
α
銀
行
で
あ
る
と
す
る
と
、
β
銀
行
は
α
銀
行
が
Ａ
社
の
メ
イ
ン
バ
ン
ク
を
降
り
る
こ
と
を

牽
制
し
、
逆
に
α
銀
行
は
β
銀
行
が
Ｂ
社
の
メ
イ
ン
バ
ン
ク
を
降
り
る
こ
と
を
牽
制
す
る
た
め
相
互
に
メ
イ
ン
バ
ン
ク
か
ら
降
り
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
法
的
倒
産
手
続
に
入
る
べ
き
企
業
が
そ
の
ま
ま
放
置
さ
れ
、
ま
た
リ
ス
ト
ラ
ク
チ
ュ

ア
リ
ン
グ
を
要
す
る
旧
来
型
企
業
が
温
存
さ
れ
た
た
め
、
タ
ー
ン
ア
ラ
ウ
ン
ド
を
行
お
う
と
し
て
も
、
す
で
に
企
業
の
ゴ
ー
イ
ン

グ
・
コ
ン
サ
ー
ン
・
バ
リ
ュ
ー
は
著
し
く
劣
化
し
、
再
建
可
能
性
は
低
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
場
合
が
少
な
く
な
い
と
思
わ
れ
る
。

第
三
に
、
早
期
申
立
・
早
期
再
建
型
の
倒
産
法
制
の
不
備
が
挙
げ
ら
れ
る
。
米
国
の
倒
産
法
制
は
、
申
立
要
件
の
廃
止
、
Ｄ
Ｉ
Ｐ

制
度
の
導
入
な
ど
に
よ
っ
て
、
債
務
者
企
業
の
経
営
者
が
早
期
に
倒
産
手
続
を
申
し
立
て
る
こ
と
を
促
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
早
期
に

企
業
が
再
建
で
き
る
よ
う
に
設
計
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
、
改
正
前
の
日
本
の
会
社
更
生
法
は
、
申
立
要
件
が
厳
し
く
、
か
つ
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旧
経
営
陣
の
残
留
も
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
に
、
債
務
者
企
業
の
経
営
陣
は
手
続
の
申
立
を
で
き
る
だ
け
回
避
し
よ
う
と
す
る
傾

向
が
強
か
っ
た
。
そ
の
た
め
に
単
に
申
立
が
遅
延
す
る
だ
け
で
な
く
、
俗
に
言
う
「
整
理
屋
」
や
高
利
金
融
に
頼
る
事
例
も
あ
り
、

企
業
価
値
が
劣
化
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
た
。
こ
の
た
め
に
再
建
可
能
性
が
低
く
な
り
、
投
資
対
象
と
し
て
の
魅
力
が
毀
損
し
た
場
合

も
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
近
年
施
行
さ
れ
た
民
事
再
生
法
は
、
早
期
申
請
・
早
期
再
建
型
の
倒
産
法
制
で
あ
り
、
ま
た
改

正
会
社
更
生
法
で
も
申
立
要
件
を
民
事
再
生
法
と
同
じ
に
し
、
旧
経
営
陣
を
管
財
人
に
選
任
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
た
め
、
こ
の

点
は
改
善
が
期
待
さ
れ
る
。

３
　
主
体
的
条
件
に
お
け
る
課
題

市
場
成
立
の
主
体
的
条
件
と
は
、
充
分
な
投
資
家
層
が
形
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
米
国
の
デ
ィ
ス
ト
レ
ス
ト
証
券
市
場
を

支
え
る
大
き
な
要
因
は
、
投
資
家
層
の
厚
さ
と
い
う
点
で
あ
る
。
先
ほ
ど
紹
介
し
た
よ
う
に
、
デ
ィ
ス
ト
レ
ス
専
門
に
投
資
す
る
投

資
フ
ァ
ン
ド
が
存
在
し
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
フ
ァ
ン
ド
に
資
金
供
給
し
て
い
る
の
は
、
年
金
基
金
な
ど
の
機
関
投
資
家
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
米
国
の
ハ
イ
・
イ
ー
ル
ド
債
（
い
わ
ゆ
る
ジ
ャ
ン
ク
債
）
市
場
は
、
八
〇
年
代
に
は
敵
対
的
な
Ｍ
＆
Ａ
の
た
め
の
マ
ネ
ー

ゲ
ー
ム
的
な
市
場
と
み
な
さ
れ
て
い
た
が
、
Ｍ
＆
Ａ
ブ
ー
ム
終
息
後
も
市
場
は
立
ち
直
り
、
そ
の
後
も
成
長
企
業
の
資
金
調
達
手
段

と
し
て
拡
大
し
て
い
る
。
そ
の
拡
大
を
み
る
と
、
主
要
な
投
資
家
と
し
て
ミ
ュ
ー
チ
ュ
ア
ル
・
フ
ァ
ン
ド
や
年
金
基
金
な
ど
の
機
関

投
資
家
が
あ
げ
ら
れ
、
こ
れ
ら
が
ハ
イ
・
イ
ー
ル
ド
債
市
場
を
支
え
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
機
関
投
資
家
は
、
一
方
で
は
高
格
付
け
の

投
資
適
格
債
に
も
投
資
す
る
が
、
他
方
で
は
そ
の
巨
額
の
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
一
部
を
ハ
イ
・
イ
ー
ル
ド
債
や
デ
ィ
ス
ト
レ
ス
ト
証

券
に
振
り
向
け
、
分
散
投
資
を
行
っ
て
い
る
。

日
本
の
場
合
も
、
個
人
金
融
資
産
は
一
、
三
〇
〇
兆
円
に
達
す
る
と
い
わ
れ
、
資
金
規
模
で
は
充
分
な
投
資
家
層
が
形
成
さ
れ
て
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い
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
最
近
で
は
、
国
内
投
資
家
を
基
盤
と
す
る
投
資
フ
ァ
ン
ド
が
相
次
い
で
設
立
さ
れ
、
企
業
再
建
型
投

資
を
行
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
国
内
系
の
投
資
フ
ァ
ン
ド
に
よ
る
と
、
国
内
の
機
関
投
資
家
は
必
ず
し
も
積
極
的
に
投
資
し

て
い
る
と
は
言
い
が
た
い
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
次
の
二
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。

第
一
に
、
ハ
イ
リ
ス
ク
の
投
資
に
対
し
て
、
国
内
機
関
投
資
家
の
フ
ァ
ン
ド
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
は
消
極
的
で
あ
る
。
本
来
、
巨
額

の
運
用
資
金
を
擁
す
る
機
関
投
資
家
は
、
ロ
ー
リ
ス
ク
・
ロ
ー
リ
タ
ー
ン
な
投
資
対
象
か
ら
ハ
イ
リ
ス
ク
・
ハ
イ
リ
タ
ー
ン
な
投
資

対
象
に
ま
で
分
散
投
資
し
、
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
ト
ー
タ
ル
・
リ
タ
ー
ン
を
最
大
化
し
よ
う
と
す
る
。
し
か
し
、
日
本
の
機
関
投
資

家
の
投
資
行
動
は
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
く
、
ハ
イ
リ
ス
ク
の
み
な
ら
ず
ミ
ド
ル
リ
ス
ク
程
度
の
投
資
対
象
で
も
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ

か
ら
は
ず
そ
う
と
す
る
傾
向
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
Ｂ
Ｂ
Ｂ
格
の
社
債
投
資
で
す
ら
社
内
規
則
で
規
制
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
リ
ス
ク
回
避
型
の
投
資
行
動
は
、
フ
ァ
ン
ド
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
賃
金
・
雇
用
体
系
に
起
因
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

つ
ま
り
、
フ
ァ
ン
ド
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
い
っ
て
も
、
日
本
型
の
終
身
雇
用
・
年
功
序
列
賃
金
体
系
の
下
に
あ
り
、
人
事
ロ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
の
一
環
と
し
て
運
用
業
務
に
携
わ
っ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
そ
こ
で
は
、
他
人
以
上
の
成
功
が
必
ず
し
も
直
接
的
に
報
酬
に

反
映
し
な
い
反
面
、
失
敗
に
は
ペ
ナ
ル
テ
ィ
が
課
さ
れ
、
昇
進
の
障
害
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
フ
ァ
ン
ド
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
は
、

リ
ス
ク
を
と
る
こ
と
に
デ
ィ
ス
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
有
し
て
お
り
、
結
果
的
に
運
用
姿
勢
も
消
極
化
す
る
。

第
二
に
、
相
次
い
で
設
立
さ
れ
る
投
資
フ
ァ
ン
ド
が
ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
・
レ
コ
ー
ド
を
持
た
な
い
こ
と
で
あ
る
。
米
国
で
も
、
こ
れ

ら
の
投
資
フ
ァ
ン
ド
が
資
金
調
達
す
る
上
で
、
重
要
な
要
素
は
過
去
の
ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
・
レ
コ
ー
ド
で
あ
る
が
、
新
設
の
国
内
系
投

資
フ
ァ
ン
ド
に
は
、
当
然
そ
れ
が
な
い
。
そ
の
上
、
こ
の
よ
う
な
投
資
の
歴
史
が
な
い
た
め
に
、
運
用
ノ
ウ
ハ
ウ
に
つ
い
て
必
ず
し

も
充
分
信
頼
さ
れ
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。
米
国
で
は
、
デ
ィ
ス
ト
レ
ス
投
資
は
、
米
国
独
立
戦
争
直
後
の
混
乱
期
に
遡
る
こ
と
が

で
き
る
と
言
わ
れ
、
一
九
三
〇
年
代
の
大
恐
慌
期
に
マ
ッ
ク
ス
・
ハ
イ
ネM

ax
H

eine
の
設
立
し
た
証
券
会
社
ハ
イ
ネ
・
セ
キ
ュ
リ
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テ
ィ
ー
ズ
が
こ
れ
を
手
が
け
て
成
功
し
、
以
降
連
綿
と
続
き
、
前
述
の
よ
う
に
現
在
で
は
多
数
の
フ
ァ
ン
ド
が
活
動
し
て
い
る
。
そ

の
間
に
、
相
当
な
ノ
ウ
ハ
ウ
を
蓄
積
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
と
く
に
、
一
九
七
八
年
倒
産
法
施
行
後
、
大
口
債
権
者
と
し
て
企
業
再

建
に
参
画
す
る
投
資
手
法
が
確
立
す
る
に
つ
れ
、
デ
ィ
ス
ト
レ
ス
投
資
は
大
型
化
す
る
と
と
も
に
、
高
度
化
し
、
こ
の
よ
う
な
投
資

は
、
証
券
分
析
だ
け
で
な
く
、
法
務
、
財
務
、
企
業
経
営
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
ノ
ウ
ハ
ウ
を
要
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

日
本
の
フ
ァ
ン
ド
に
は
そ
の
よ
う
な
歴
史
的
蓄
積
は
な
く
、
そ
れ
ゆ
え
投
資
家
の
信
頼
を
勝
ち
得
て
い
な
い
面
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

４
　
制
度
的
条
件
に
お
け
る
課
題

制
度
的
条
件
と
し
て
最
も
重
要
な
点
は
、
倒
産
法
制
で
あ
り
、
と
く
に
早
期
申
請
・
早
期
再
建
型
の
倒
産
法
制
で
あ
る
。
た
だ
し
、

こ
れ
に
つ
い
て
は
民
事
再
生
法
が
施
行
さ
れ
、
貢
献
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
省
略
し
（
４
）、

必
ず
し
も
法
制
度
に
明

文
化
さ
れ
な
い
手
続
上
の
ソ
フ
ト
面
に
注
目
し
て
お
き
た
い
。

第
一
に
、
情
報
開
示
の
問
題
で
あ
る
。
デ
ィ
ス
ト
レ
ス
ト
証
券
投
資
は
、
ハ
イ
リ
ス
ク
の
投
資
で
あ
り
、
通
常
の
証
券
投
資
と
異

な
る
様
々
な
リ
ス
ク
管
理
が
必
要
と
な
り
、
そ
の
た
め
に
は
情
報
の
入
手
と
分
析
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
日
本
で
は
、
企
業
が
い

っ
た
ん
破
綻
す
る
と
、
た
と
え
上
場
企
業
で
も
情
報
入
手
は
極
め
て
困
難
に
な
る
が
、
米
国
で
は
、
デ
ィ
ス
ト
レ
ス
状
態
の
企
業
に

関
す
る
情
報
は
か
な
り
流
布
し
て
お
り
、
そ
れ
が
投
資
判
断
の
重
要
な
材
料
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
要
因
と
し
て
、
裁
判
所
の
手
続

に
関
す
る
情
報
が
、
か
な
り
の
程
度
開
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
実
際
、
米
国
で
は
第
一
一
章
再
建
手
続
に
際
し
て
は
、

再
建
計
画
案
な
ど
の
書
類
が
開
示
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
破
綻
事
件
の
す
べ
て
の
情
報
が
公
開
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
経
営
陣

は
財
務
上
お
よ
び
業
務
上
の
見
通
し
を
、
無
担
保
債
権
者
の
債
権
者
委
員
会
に
伝
え
る
が
、
委
員
会
メ
ン
バ
ー
は
コ
ン
フ
ィ
デ
ン
シ

ャ
リ
テ
ィ
・
ア
グ
リ
ー
メ
ン
ト
に
署
名
し
、
こ
の
情
報
を
公
開
し
な
い
こ
と
を
義
務
づ
け
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
一
般
的
に
は
、
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債
務
者
側
の
企
業
の
業
務
を
阻
害
す
る
可
能
性
の
あ
る
、
微
妙
な
企
業
情
報
に
関
し
て
は
非
公
開
で
あ
る
が
、
投
資
家
が
当
該
企
業

の
債
務
を
購
入
す
る
際
材
料
と
な
る
よ
う
な
情
報
は
公
開
さ
れ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
日
本
で
は
改
正
前
の
会

社
更
生
法
上
の
手
続
に
つ
い
て
は
、
審
理
は
非
公
開
で
行
わ
れ
、
ま
た
そ
の
記
録
も
閲
覧
で
き
な
か
っ
た
。
部
外
者
が
知
る
こ
と
の

で
き
る
の
は
、
決
定
が
な
さ
れ
た
あ
と
の
官
報
告
示
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
全
文
公
開
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
こ
の
点
日
米
間
で
は

大
き
な
差
が
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
改
正
会
社
更
生
法
お
よ
び
民
事
再
生
法
で
は
、
文
書
閲
覧
に
関
す
る
規
定
が
定
め
ら
れ
、
法
律
上

は
改
善
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
実
際
の
運
用
は
裁
判
所
の
裁
量
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
部
分
も
多
く
、
現
実
に
ど
の
程
度
開
示
が
進

む
か
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

第
二
に
、
裁
判
所
の
手
続
に
関
す
る
権
限
の
問
題
で
あ
る
。
日
本
で
は
、
倒
産
手
続
に
関
し
て
は
裁
判
所
の
権
限
が
強
く
、
事
実

上
裁
判
所
主
導
で
手
続
が
進
め
ら
れ
る
。
そ
れ
に
反
し
て
、
米
国
で
は
そ
の
権
限
は
か
な
り
限
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
当
事
者
間

の
交
渉
で
手
続
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
米
国
の
連
邦
倒
産
法
で
は
、
連
邦
管
財
官
制
度
が
あ
り
、
司
法
長
官
任
命
の
連
邦
管
財
官
が

管
財
人
の
選
任
監
督
や
倒
産
事
件
管
理
の
役
割
を
担
当
す
る
が
、
連
邦
管
財
官
の
役
割
は
、
あ
く
ま
で
も
事
件
の
運
営
管
理
で
あ
り
、

具
体
的
に
は
管
財
人
等
の
選
任
要
求
、
債
権
者
委
員
会
の
委
員
の
任
命
、
債
権
者
集
会
の
主
催
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
実
際
に
は

前
述
の
Ｄ
Ｉ
Ｐ
が
経
営
を
継
続
す
る
た
め
、
通
常
管
財
人
は
選
任
さ
れ
ず
、
Ｄ
Ｉ
Ｐ
と
債
権
者
委
員
会
の
交
渉
で
手
続
が
進
め
ら
れ

て
い
る
。
そ
こ
で
は
経
験
あ
る
弁
護
士
、
タ
ー
ン
ア
ラ
ウ
ン
ド
・
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
、
投
資
フ
ァ
ン
ド
な
ど
が
参
加
し
て
手
続
が
進
め

ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
手
続
が
円
滑
に
進
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、
経
済
効
率
性
が
追
求
さ
れ
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

ま
と
め

以
上
、
日
本
に
お
け
る
デ
ィ
ス
ト
レ
ス
ト
証
券
市
場
の
課
題
を
検
討
し
た
。
た
だ
し
、
こ
れ
以
外
に
も
、
検
討
す
べ
き
課
題
は
多
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い
。
た
と
え
ば
、
米
国
の
投
資
フ
ァ
ン
ド
は
デ
ッ
ト
・
エ
ク
イ
テ
ィ
・
ス
ワ
ッ
プ
を
よ
く
使
う
よ
う
で
あ
る
が
、
日
本
で
は
必
ず
し

も
充
分
に
利
用
さ
れ
て
い
る
と
は
言
え
ず
、
そ
の
背
景
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
障
害
が
横
た
わ
っ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
投

資
フ
ァ
ン
ド
に
関
し
て
は
、
税
制
面
で
の
課
題
も
あ
り
、
税
制
優
遇
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
投
資
フ
ァ
ン
ド
の
組
織
に
関

し
て
も
法
的
課
題
が
あ
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
稿
を
改
め
て
検
討
し
た
い
。

注（
１
）

こ
れ
ら
の
事
例
の
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
投
資
フ
ァ
ン
ド
に
よ
る
企
業
再
建
型
投
資
」、『
証
券
経
済
研
究
』、
第
三
七
号
、

二
〇
〇
二
年
五
月
、
参
照
。

（
２
）

本
稿
執
筆
中
に
、
投
資
フ
ァ
ン
ド
が
経
営
再
建
を
行
っ
て
き
た
関
西
さ
わ
や
か
銀
行
と
三
井
住
友
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
グ
ル
ー
プ
の
関
西
銀

行
と
の
統
合
が
発
表
さ
れ
た
（『
日
本
経
済
新
聞
』、
二
〇
〇
三
年
四
月
一
日
お
よ
び
同
二
日
、
参
照
）。
報
道
に
よ
れ
ば
、
投
資
フ
ァ
ン
ド

側
が
三
井
住
友
側
に
関
西
さ
わ
や
か
銀
行
の
株
式
を
売
却
す
る
予
定
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
投
資
フ
ァ
ン
ド
は
そ
の
投

資
を
回
収
す
る
も
の
と
見
ら
れ
る
。

（
３
）

今
年
設
立
さ
れ
た
産
業
再
生
機
構
も
、
政
府
主
導
の
フ
ァ
ン
ド
と
い
う
見
方
も
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
な
お
、
同
機
構
に
つ
い
て
は
、

二
上
季
代
司
「
日
本
の
産
業
・
企
業
再
生
の
行
方
」、『
証
研
レ
ポ
ー
ト
』、
二
〇
〇
三
年
一
月
、
参
照
。

（
４
）

倒
産
法
制
に
関
し
て
は
、
拙
稿
「
投
資
フ
ァ
ン
ド
に
よ
る
デ
ィ
ス
ト
レ
ス
投
資
と
倒
産
法
制
」、『
証
券
ア
ナ
リ
ス
ト
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』、
二

〇
〇
二
年
二
月
、
参
照
。

本
稿
執
筆
に
際
し
、
田
頭
章
一
教
授
（
上
智
大
学
）
よ
り
有
益
な
コ
メ
ン
ト
を
頂
き
ま
し
た
こ
と
を
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

（
ま
つ
お
　
じ
ゅ
ん
す
け
・
委
託
研
究
員
）
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